
新宮高等学校・新翔高等学校再編整備（案）
～新宮・新翔を継承・発展し、新たな時代の学びを創造～

令和８年４月目途

通信制新宮学級（夜間）定時制普通科総合学科

南紀高校新宮高校新翔高校

普通科の教科・科目
を中心としつつ、芸
術やスポーツなどの
様々な科目について
も学び、幅広い教養
を身に付け、多様な
進路を実現する

○必修科目は基礎・基本を徹
底

○開設科目全体の３分の１程
度を選択科目とし、多様な
進路希望に対応

○「ファインアート」や「生
涯スポーツ」など、芸術や
スポーツの選択科目も開設

○専門学校・大学等への進学
をサポート

自らの関心や特性に
応じ、社会で役立つ
実学的な専門分野の
学習や資格取得など
に主体的に取り組む

○建設土木、建築、製造、IT、
商業、観光、福祉などの専
門分野の学び
○企業や団体等と連携した実
学教育の推進
○将来に役立つ資格・検定の
取得をサポート
○就職や進学をサポート

普通科の教科・科目を
深く学ぶとともに、教
科や分野を横断した探
究的な学び、大学や研
究機関と連携した専門
的な学びを充実させ、
高いレベルの進路実現
に挑戦する

○総合的な探究の時間や学校
設定科目「くまの学彩」に
よる探究活動で、深い学び
を実現

○大学教員による特別講義や、
研究施設への研修旅行等、
外部機関との連携の充実

○国公立大学をはじめ難関大
学等への進学をサポート

○募集定員の一部を全国募集

仕事・家事と学業と
の両立を目指しなが
ら、ライフスタイル
に合わせて学ぶ

○互いの多様性を認め合い、
協働することができる姿勢
や社会に主体的に参画する
姿勢を育成

○自己肯定感を高める教育を
展開

○ＩＣＴを効果的に活用した
学び

毎日登校することや
決められた時間に学
ぶことに捉われず、
自分のペースで学校
生活を送る

○統合校の課程として、これ
までの新宮学級の取り組み
を継承し、新たに設置

○個々に応じたきめ細かい学
習計画

○自己肯定感を高める教育を
展開

○ＩＣＴを効果的に活用した
学び

「大人数での学びが
不安」「中学校まで
の学びが十分できな
かった」と感じる生
徒が、社会生活に必
要な教養と姿勢を身
に付け、将来への展
望を描く

○外部専門機関との連携
○少人数による授業展開
○「基礎国語」「基礎数学」
など、学び直し科目を開設
○スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカー
による支援や相談
○実社会で役立つ資格取得を
サポート

生 徒 ・ 地 域 社 会 の 期 待 に 応 え る A L L  I N  O N E  の 学 校
通信制課程定時制課程全 日 制 課 程

普通科普通科（夜間）学際探究科（仮称）
≪新設≫

総合学科
普通科

≪充実≫ 自立支援系（仮称）
≪新設≫

専門系（仮称）
≪充実≫



学校全体の取組の特色化と部活動・地域活動の活性化

特色化・活性化の内容

 進路希望の変更等に対応するため、課程・学科間の柔軟な移動や、学校外の学修（大学等の公開講座やボランティア活動）等の単
位認定を促進

 多様な教育ニーズに対応し、複数の学科等を効果的に活用するため、課程や学科の枠を超えた選択科目を２年生以降で設定
 学科の特性に応じて外部講師とともにＩＣＴを活用し、より専門的で実務に即した学びを実現

教育活動

 学校規模を生かして、団体競技における単独チームづくりなど、部活動の強化に取り組むとともに、「ｅスポーツ」等、生徒の
ニーズに基づいた新たな部活動を展開

 中学校の部活動や地域のスポーツ少年団等との連携を深め、地域で一貫した指導体制を構築し、様々な競技で全国大会出場を実現
 強化種目を設定し、特色化選抜（スポーツ）の導入
 両校舎の施設・設備を最大限に活用した部活動を展開

部活動

 地域の祭りなど、地域行事に積極的に参画する活動を充実させ、地域の伝統行事の継続・発展に寄与
 地域交流や生涯学習の場を常設し、世代を超えた学びの場を整備

地域との連携

 「ALL IN ONEの学校」として、入学式や卒業式は一つの校舎で行うとともに、学校行事等も一体感をもって企画運営
 神倉校舎（現新宮高校）では、国社数理英の５教科や芸術・体育など、教養科目を開設
 佐野校舎（現新翔高校）では、建設土木やＩＴビジネス、福祉など、専門科目を開設
 新設する総合学科自立支援系では、大人数での学びに不安をもつ生徒に対する落ち着いた学習環境の整備や、みくまの支援学校・
福祉会等の関係機関との連携などを見据えて学びの場を設定

 定時制課程及び通信制課程は、「きのくに学びの教室」等と連携できる校舎等で展開
 神倉・佐野両校舎間にシャトルバスを運行し、両校舎の施設・設備を授業や部活動で効果的に活用

校舎の活用

 統合校の校名、校歌、校章、制服については、今後、両校で関係者を交えて協議を実施
 既存の寮の活用や学校環境の整備

その他

上記の再編整備案について、意見募集を行います。
いただいたご意見等を踏まえ、秋に再編整備案として県教育委員会に提出します。
多くの方々からご意見やご要望を、電子メール、郵便、ＦＡＸ等で両校にお寄せください。

新翔高校 〒647-0071 新宮市佐野1005 FAX 0735-31-7870 
vision@shinsho-h.wakayama-c.ed.jp

新宮高校 〒647-0044 新宮市神倉3-2-39 FAX 0735-21-2901
vision@shingu-h.wakayama-c.ed.jp


